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研究成果の概要（和文）： 
継続的な現地調査によって、漸進的開発のための建築・都市計画手法を解明するための基
盤となる都市住居・都市景観・土着的住居の構成を明らかにするとともに、実際に不法占
拠地の居住環境改善事業として計画の進む地区を対象に、新規計画に継承すべき従前居住
地の空間構成を明らかにした。地域固有の計画手法を確立するために、現地調査の重要性
を再確認するとともに、多角的に地域の生活空間の構成を明らかにした。 
 
研究成果の概要（英文）： 
I clarified the features of urban housing, urban landscape and vernacular settlements 
by continuous fieldworks, which compose basement of planning method of architecture 
and urban planning for gradual development in Cambodia. The importance of 
fieldwork is reconfirmed and various aspects of the features of regional living space are 
also clarified. 
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１．研究開始当初の背景 

１９９１年に内戦を終えたカンボジアで

は、東南アジアの諸都市がこれまでに経験し

たような急激な開発が、いま進展しつつある。

居住環境の急速な改変により都市の個性が

失われ、地域の中で長い年月をかけて培われ

てきた文化、自然、社会に適合した固有の居

住形態、居住環境や町並みが破壊されつつあ

る。地域の固有性を保持した開発を進めるた

めには、地域の社会・文化形態に即した漸進

的な開発に向けた建築・都市計画手法の開発

が急務である。しかし、内戦により研究資料
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が散逸したカンボジアにおいて、都市の居住

実態を明らかにした研究は非常に限られて

いる。 

 
２．研究の目的 

本研究の目的は、未だ明らかになっていな

いカンボジアの都市居住の特性や都市空間

の構成等を明らかにすることを通して漸進

的な開発に向けた建築・都市計画手法を明ら

かにすることにある。 

具体的には、カンボジアの漸進的な開発に

必要な建築・都市計画的視点として、これま

での自主研究・調査をもとに以下の６点を想

定している。 

１．ショップハウス（都市住居）の空間構

成、２．町並み景観の構成、３．コロニアル

建築と都市構成、４．街区空間のアクティビ

ティ、５．自律的居住環境形成、６．土着的

住居・集落の空間構成 

 また、本研究は、建築計画・都市計画にお

ける適正技術開発のための基礎的研究とし

て位置づけられるとともに、研究成果の現地

への還元・共有という視座を大きく有する。

カンボジアの建築系計画研究・教育のための

基盤形成に貢献することも本研究の主軸の

ひとつである。カンボジア人研究者との建

築・都市計画に関する知見の共有を通じて、

西洋的あるいは近代的理論とは異なる、地域

の歴史・社会・文化に根ざした理論の啓蒙・

普及を行いたい。 

 
３．研究の方法 

 各年度、夏季に３週間前後の、冬季に１０

日前後の現地調査を行う予定にしている。毎

年の研究成果は、３月〆切りの日本建築学会

近畿支部研究報告集、４月〆切りの日本建築

学会大会梗概集で発表を行う予定である。こ

れらの成果の精度を高め適宜日本建築学会

計画系論文報告集あるいは５月〆切りの日

本都市計画学会論文集に投稿を行う。 

 各年度の研究スケジュールは、原則として

以下の通りである。 

・４月～７月  研究テーマの確定、文献調

査の実施、夏季調査の準備 

・８月     夏季調査の実施、現地研究

教育機関等との情報交換、研究交流 

・９月～１２月 夏季調査の整理、補足調査

の計画、次年度テーマのための予備調査の計

画 

・１月～４月  文献調査・現地調査のまと

め、学会発表にむけた準備 

 年に２度の現地調査（海外）を予定してい

るが、研究活動の中心は国内で行う。インタ

ーネットを活用して現地の研究者と日常的

なコミュニケーションをとりながら研究を

行っており、これからも継続していく予定で

ある。 

カウンターパートとしてカンボジア王立

芸術大学・都市計画学科との共同研究体制を

構築しており、これまで研究交流を行うと共

に、現地学生も交えた共同調査を継続して行

いたい。 
 
４．研究成果 
（１）ショップハウスの空間構成と街区構成 

プノンペンのドンペン地区中心部を対象と

し、５５戸の住戸を対象とした住居構成調査、

３７街区を対象とした路地・宅地割り調査な

どの現地調査を主にもととして、街区居住の

特徴を明らかにした。①ショップハウスの住

居形式として３つの形式（細分化すれば７つ

の形式）を抽出し、コロニアルショップハウ

スにみられる、１スパンごとの積層居住を行

う内階段形式が基本形であることを明らか

にした。②内階段形式は、積層居住からフラ

ット居住への変化に伴い、外階段形式・外廊

下形式へとって代わられつつある。それに伴



 

 

い、バックレーンとなる街区内の路地の重要

性が高まりつつあることを指摘した。③宅地

割りの形式として２つの形式（細分化すれば

４つの形式）を抽出した。路地についても、

形態による６つの分類、使われ方による４つ

の分類等を導き出した。 

（２）ショップハウスの空間更新 

55 棟のショップハウスの空間更新事例を

分析することにより、①居住空間の確保、②

独立性の確保、③アクセスの変更の３点が空

間更新の要因となることを明らかにした。ま

た空間更新が実施される箇所として、住戸内

部、住棟内部、路地空間、住棟単位の４か所

が挙げられることがわかった。住戸内部では、

中二階の増築、個室の増築、住居の外部拡張、

水回りの増築、屋根裏の利用、住戸の高層化、

内部会談の封鎖の７つ、住棟内部では、廊下

の私有、水回りの増築、テラスの室内化、屋

上に住居建設、階段の増築、中庭の占有、階

段室の閉鎖の７つ、路地空間では、路地の室

内化、路地に階段を増築、路地と１階を接続

の３つ、住棟単位では、住棟内部同士の接続、

住居同士の接続、住居と住棟内部の接続の３

つの増改築類型があることを明らかにした。

特に、中二階の増築、個室の増築、水回りの

増築、廊下の私有が多いことがわかった。 

（３）ショップハウスによる都市景観 

①ショップハウスの 2層のベランダは、奥

行きのある景観を創り出すと共に、人の営み

を立面に表出させている。②個々のユニット

は、ファサードの要素のデザインパターンを

変え、相互に独立、結合しあい、変化のある

壁面を形成する。同一フレームの中で個別更

新が行われているため、結果的に壁面の連続

性を保持している。③1 階部分の時間的変化

のある景観と、屋上の多様な増改築は、街並

みの統一を単調化させず賑わいを感じさせ

ることに貢献している。④以上のような街並

みが単なる一面の壁として存在するのでは

なく、道路両側へ配置されると共に街区レベ

ルで連続し、ビスタを形成するアーバンデザ

インと連携することで、都市景観に埋め込ま

れることに成功している。 

（４）水上集落の空間構成 

筏住居という形式の住居が集合するアンロ

ンタウー村を対象に住み込み調査を行い、以

下の４点を明らかにした。①筏住居はベラン

ダ、居間、寝室、台所の４つの空間から構成

される。正面入り口から奥にかけ通路が設け

られ、両側には部屋が配置され、左右対称の

構成をとる。平均床面積の内、３分の１をベ

ランダの面積が占め、室内空間の約半分を居

間が占める。②「前ベランダ＋主室（前面居

間・後面個室）＋後ベランダ」を基本形式と

位置づけた上で、台所の位置ならびに後ベラ

ンダの有無から、５つの住居形式にわけるこ

とができる。③ベランダは、室内でまかない

きれない入浴・洗濯といった生活行為の場で

あるとともに、演出・信仰・収納の場として

機能している。また居間の正面・側面は開放

性が高く半屋外空間として機能している。住

居周辺に浮かべられる付属建物には生活行

為の拡張以外に、栽培や飼育のための機能が

付与される。④６割を超える住居で、住居を

相互に連結させている。そこでは、就寝、洗

濯、水浴、排泄といった基本的な生活行為に

ついては独立性を保ちながらも、炊事・食事、

娯楽、休憩、談話といった行為を、居間やベ

ランダを共同利用しながら、共有している。   

（５）不法占拠地区の空間構成 

プノンペン（カンボジア）の大規模不法占拠

地区であるボレイケラ地区を事例として不

法占拠地区の居住空間構成を検討した。①睡

眠、調理、食事は住居内部で行われるが、約

半数の住居で洗濯・排泄・水浴びが外部化し

ている。露台の存在は住居内部の構成を特徴



 

 

づける。露台とコンロ・七輪、水がめで構成

される一室空間は、規模が大きくなるにつれ

て、間仕切りの導入とトイレの設置という展

開をみせる。住居入口から直接居間にアクセ

スする点、水回りを住居背面に設ける点、水

回りと台所を隣接させる点は、全体に共通す

る特徴であり、床面積が 30 ㎡を超えると居

間・個室・台所・水回りの分化が一般化する。

②小規模な空地と狭隘な路地で地区は構成

される。30 ㎡未満の空地が４割を占め、幅員

2.0ｍ未満の路地が７割近くを占める。路地

は、進入路地・接続路地・路地と街区構成上

の役割から整理可能で、それぞれの平均幅員

からセルフビルド住宅の集積によってでき

た住宅地においても段階的に路地が構成さ

れていることがわかる。③住居そのものは閉

鎖的なつくりをしているが、露台の設置や１

ｍ以上の軒の出、住居前面をモルタルやたた

きで整地するなどして外との関係づくりを

行うことで、８割の住居が小さいながらも内

部と外部とをつなぐ仕掛けを有している。④

外部空間での行為には、（A）調理・飲食、

（B）水浴び・洗濯・排泄、（C）会話・遊び・

休憩・就寝、（D）売買、（E）作業、（F）

その他がみられる。特に（A）（C）が多く、

露台が行為の場所として重要な役割を果た

している。 
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